段ば しごが ギ チギチ 音が する。 まもなく ふすまが あ 

く。 茶盆 を ふすまの 片 辺へ おいて、 すこぶる ていねい 

にお じぎ をした 女 は 宿の 娘ら しい。 霜枯れの しずかな 

このごろ、 空 もし ぐれ もようで 湖水の 水 はいよ いよお 

ちついて 見える。 しばらく 客と いう ものの なかった よ 

うな 宿の さびし さ。 

娘 は 茶 をつ いで 予に すすめる。 年 は 二十ば かりと 見 

ぐれん 

えた。 紅蓮の 花びら をと かして 彩色した ように 顔が 美 

しい。 わりあいに 顔の はば 広く、 目の 細い ところ、 土 

► J だ ヽ， にょうぼう 

佐 絵な どに よく 見る 古代 女房の 顔 を ほんものに 見る 心 

持ちが した。 富士の ふもと 野の 霜枯れ をたず ねて きて、 



てんぴよ うしき 

さびしい 宿屋に 天平 式 美人 を 見る、 おおいに ゆかい 

であった。 

ちゅうじき 

娘 は、 お 中 食の したくいた しましょう かとい つた 

きり、 あまり 口数 をき かな い、 予は 食事して からち よ つ 

- つじ ま 

と 鵜 島へ ゆく から、 舟 をた のんで くれと 命じた。 

富士 のす そ 野 を 見る もの はだれ もお なじであろう、 

かくせ い てきむ げん 

かならず みょうに 隔世 的 夢幻の 感 にう たれる。 この 朝 

予は吉 田の 駅 をで て、 とちゅう 畑の あいだ 森の かげに 

絹 織の 梭の音 を 聞きつつ、 やがて 大 噴火 当時 そのまま 

の 石の 原に かかった。 千年の 風雨 も 化 力 をく わうる こ 

ぼく そう 

とがで きず、 むろん 人間の 手 も いらず、 一木 一草 もお 



いたたぬ、 ゴ ッゴッ たる 石の 原 を 半里 あまり あるいた _ 

富士は ほとんど 雲に おおわれて 傾斜 遠 長き すそば かり 

見 わたされる。 目の さきから じきに 山す そに 連続した 

そうもく 

三、 四 里 も ある 草木 あるいは 石の 原な ど を ひと 目に 見 

わたす と、 すべ ての 光景が どうしても まぼろしの ごと 

く 感ずる。 

予は ふかく この 夢幻の 感じに 酔うて、 河口 湖畔の 

舟津 へいで た。 舟津の 家な みや 人の ゆきき や、 馬の ゆ 

くの も 子どもの 遊ぶ の も、 また 湖水の 深 沈と しずかな 

ありさま やが、 ことごとく 夢中の 光景と しか 思えない 

家な みから 北の すみが すこしく 湖水へ はりだした 木 



がいて、 舟 は 広み へで た。 キイ ー キイ ー と 櫓の 音が す 

る。 

ふりかえって みると、 いまで た予の 宿の 周囲が じつ 

にお もしろ い。 黒 石で つつまれた 高みの 上に、 りっぱ 

あかまつ くぬぎ 

な 赤松が 四、 五本 森 をな して、 黄葉した 機が ほどよく 

それに まじわつ ている。 東側 は 神社と 寺との 木立ちに 

つづいて 冬の はじめと はいえ、 色づ いた 木の葉が 散ら 

ずに 〔# 「散らずに」 は 底本で は 「敢ら ずに 匕 あるので 

い つ そう 景色が ひきた つ て 見える。 

「じいさん、 ここから 見る と舟津 はじつ にえい 景色 だ 

ね！」 



せろ。 爺さん、 ほんと にお もしろ いよ」 

「そいから あなた、 十 里 四方 もあった 甲斐の 海が 原に 

なって いました。 それで 富士川 もで きました。 それ か 

ら 富士山の まわり ところどころへ 湖水が のこりました _ 

ぉ富士 さまの あれで 出口が ふさがつ たもんだ から、 む 

かしの 甲斐の 海の 水が のこったので ござります。 ここ 

の 湖水 は みんな、 はいる 水 はあって もで る 口 はない の 

で ござります。 だから この 水は大 むかしからの 水で 甲 

斐の 海の ままに 変わらない 水で ござります。 先生 さま 

にこん なう そ つ こばなし を 申し あげてす みません が… 

〜」 



「どうして、 ほんと にお もしろ かった よ。 それが ほん 

との 話 だよ」 

老爺 は まじめに かえ つ て、 

「もう 鵜 島が めえ てきました。 松が 青く めいましょう- 

ごろうじろ、 弁天 さまのお 屋根が すこしめ います。 ど 

う も 霧が 深うな つてめ いりました」 

じょう ひさ ご 

高さ 四、 五 丈 も、 周囲 二 町 もあろう と 見える 瓠な 

りな 小島の 北岸へ 舟 をつ けた。 瓠の頭 は 東に むいて い 

る。 その でっぱな に 巨大な 松が 七、 八本、 あるいは 立 

ち、 あるいは 這うて いる。 もちろん 千年の 色 を 誇って 

ぞうき 

いるので ある。 ほか はこと ごとく 雑木で いっせいに 黄 
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